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8/24　北広島町運動公園

8/25　三次市甲奴町

西部地区酪農団体連絡協議会

甲奴郡酪農組合

　

西
部
地
区
組
合
員
団
体
連
絡
協
議
会

（
西
原
嘉
一
会
長
）は
、
伊
藤
尊
之
副
町
長

（
北
広
島
町
）を
始
め
、
会
員
・
地
元
酪
農

関
係
者
ら
九
十
六
名
が
参
加
し
て
、
第

十
九
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
焼

肉
に
よ
る
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
西
原
嘉
一
会
長
は
、

「
酪
農
情
勢
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
会
員
の
団
結
、
関
係
団
体
の
支

援
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
本
日
は
有

意
義
な
交
流
会
を
図
り
ま
し
ょ
う
。」と

挨
拶
し
た
。

　

炎
天
下
の
中
、
水
分
補
給
を
行
い
な

が
ら
も
参
加
者
ら
は
揃
っ
て
楽
し
く
プ

レ
ー
し
、
シ
ニ
ア
の
部
で
は
易
元
畜
産
の

易
元
久
雄
氏
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
で
は
新

谷
莉
治
さ
ん（
十
二
歳
・
新
谷
弘
知
組
合

員
の
お
孫
さ
ん
）が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
さ
れ

た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
終
了
後
は

西
部
事
業
所
隣
接
の
空
き
地
に
会
場
を

移
し
、
焼
肉
を
食
べ
な
が
ら
の
情
報
交
換

を
行
っ
た
。

　

甲
奴
郡
酪
農
組
合（
伊
達
薫
組
合
長
）は
、
西
條
商
事
㈱
の
「
シ
ョ
ー
ジ
広
島
県

産
お
い
し
い
牛
乳
」の
消
費
者
ら
を
招
き
、
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
猛
暑
に
も
関
わ
ら
ず
、
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
と
家
族
連
れ
約
八
十

名
が
、
酪
農
家
や
山
陽
乳
業
㈱
の
ス
タ
ッ
フ
ら
が
出
迎
え
る
中
、
会
場
の
ウ
ィ
ン
グ

ド
ー
ム
に
大
型
バ
ス
二
台
で
乗
り
付
け
、
参
加
者
は
総
勢
百
二
十
名
と
な
っ
た
。

　

交
流
会
で
は
、
伊
達
組
合
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
、
道
田
稔
弘
副
組
合

長
が
牛
乳
を
片
手
に
「
よ
う
こ
そ
甲
奴
の
地
へ
。
私
達
酪
農
家
は
毎
日
頑
張
っ
て

美
味
し
い
牛
乳
を
搾
っ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
し
っ
か
り
飲
ん
で
下
さ
い
。

今
日
は
楽
し
ん
で
帰
っ
て
下
さ
い
。」と
参
加
者
全
員
と
乾
杯
し
た
。
そ
の
後
は
、

十
一
班
に
分
か
れ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
、
酪
農
家
の
お
母
さ
ん
方
は
前
日
か

ら
の
準
備
に
大
忙
し
で
、
自
慢
の
野
菜
を

持
ち
寄
り
、
野
菜
セ
ッ
ト
や
お
に
ぎ
り
で

も
て
な
し
た
。
食
後
に
は
ス
イ
カ
の
食
べ

放
題
や
、
乳
製
品
や
地
元
産
の
野
菜
詰
合

せ
セ
ッ
ト
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽

し
ん
だ
。

　

ま
た
、
角
康
晴
牧
場
で
は
、
餌
や
り
体

験
や
質
疑
応
答
等
、
酪
農
へ
の
理
解
を
深

め
る
活
動
を
行
っ
た
。

　

全
て
の
日
程
を
終
え
た
消
費
者
ら
が
バ

ス
に
乗
り
込
む
と
、
酪
農
家
ら
は
、
酪
農

へ
の
理
解
と
「
今
後
も
牛
乳
を
し
っ
か
り

飲
ん
で
欲
し
い
」と
願
い
な
が
ら
、
笑
顔

で
見
送
っ
て
お
ら
れ
た
。

シ
ョ
ー
ジ
消
費
者
と
交
流

角
牧
場
で
酪
農
へ
の
理
解
を
深
め
る

百
二
十
名
が
参
加

第
十
九
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

会
員
・
酪
農
関
係
者
ら
と

交
流
を
深
め
る
！
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8/26　庄原市高野町

7/12　高宮ミルクボーイ

高野酪農組合

つくしんぼ会

第
十
五
回 

高
野
三
・
五
牛
乳
産
地
交
流
会

　

生
協
ひ

ろ
し
ま
主

催
に
よ
る

高
野
三
・

五
牛
乳
「
高
野
・
備
北
の
恵
み
」産
地
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
生
協
組
合
員
、
生
産
者（
向
田
康
浩
組
合

員
、
市
原
富
子
組
合
員
）、
牛
乳
製
造
メ
ー
カ
ー
ら

約
八
十
名
が
参
加
さ
れ
た
。
広
酪
か
ら
は
、
櫻
木

茂
夫
事
業
推
進
課
課
長
補
佐
、
河
内
山
洋
市
乳
販

売
促
進
課
主
任
が
参
加
し
支
援
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
向
田
福
夫
組
合
長
は
、「
第

十
五
回
目
を
数
え
る
が
、
年
数
か
ら
す
れ
ば
商
品

誕
生
か
ら
二
十
年
以
上
が
経
過
し
、
歴
史
が
あ
る
。

高
野
町
は
夏
も
涼
し
い
の
で
、
牛
の
夏
バ
テ
も
少

な
く
、
良
い
乳
が
出
る
。
こ
の
乳
で
出
来
た
牛
乳

『
産
直
三
・
五
牛
乳
高
野
・
備
北
の
恵
み
』を
皆
さ
ん
、

た
く
さ
ん
飲
ん
で
下
さ
い
。」と
歓
迎
の
挨
拶
を
述

べ
ら
れ
た
。

　

参
加
者
ら

は
午
前
中
に

製
造
元
の
東

洋
乳
業
㈱
の

工
場
見
学
を

し
た
後
、
高

野
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
牛

乳
料
理（
ミ

ル
ク
そ
う
め
ん
・
牛

乳
も
ち
）
の
も
て
な

し
を
受
け
な
が
ら
、

生
産
者
や
商
品
紹

介
を
受
け
、
手
作
り

バ
タ
ー
等
で
交
流

を
深
め
た
。

　

そ
の
後
、
向
田
牧
場
へ
会
場
を
移
し
、
飼
料
畑

を
見
学
し
な
が
ら
、
自
給
飼
料
等
の
説
明
を
受
け
、

参
加
者
か
ら
は
、「
以
前
は
低
脂
肪
牛
乳
を
飲
ん
で

い
た
が
、
実
際
に
こ
う
い
っ
た
交
流
会
へ
参
加
す

る
と
、
牛
乳
の
良
さ
が
良
く
分
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
高
野
・
備
北
の
恵
み
牛
乳
を
飲
み
た
い
」等
の

意
見
が
あ
り
、
消
費
者
交
流
が
牛
乳
の
消
費
拡
大

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

最
後
に
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
、
草
野
委

員
か
ら
参
加
者
に
向
け
て
「
自
分
の
と
こ
ろ
で
作

ら
れ
た
餌
を
食
べ
て
生
産
さ
れ
た
乳
で
作
ら
れ
た

牛
乳
は
、
ま
さ
に
安
全
・
安
心
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
高
野
・
備
北
の
恵
み
牛
乳

を
買
っ
て
酪
農
家
を
支
え
ま
し
ょ
う
！
」と
消
費
拡

大
を
約
束
さ
れ
た
。

　
「
産
直
三
・
五
牛
乳
高
野
・
備
北
の
恵
み
」は
、
産

地
指
定
牛
乳
と
し
て
、
一
九
九
二
年
に
誕
生
し
、

一
九
九
七
年
か
ら
現
在
の
名
称
と
な
り
、
生
協
Ｐ

Ｂ（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
る
。

飼料畑で子どもたちにトウモロコシを
もって説明する向田康浩組合員

高野ファーマーズマーケットにて牛乳料
理で交流を深める参加者ら

トウモロコシ
牛は大好物だよ〜!

楽しく
思い出に残る活動を！

　安芸高田市高宮町の酪農女性部（5名）で構成する「つ

くしんぼ会」（泉里子代表）は結成 20 年を迎えられた。

　同会は日々の慌ただしさを忘れ、組合員同士のコ

ミュニケーションを目的に、皆さん明日への糧として

「つくしんぼ会」としての活動を大切にされている。

　主な活動は、押し花、小物等の作品販売、ミルクボー

イ事務所前の花壇の環境美化にあたられている。今年

の花壇には「日々草」を植えられたが、これには「楽し

い思い出」、「友情」という花言葉があるそうで、木原

洋子さんは「私達もこの花言葉のように同じ組合員と

して日々友情を育み、楽しく思い出に残る女性部の活

動を目指し、その活動を広げていきたい」と話されて

いた。
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９／４　安芸高田市役所安芸高田市産業建設常任委員会
　

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
「
安
芸
高
田
市
産
業
建
設

常
任
委
員
会
」か
ら
意
見
交
換
会
へ
の
打
診
を
受
け
、
広
酪
か
ら
地

元
理
事
の
槇
野
大
樹
理
事
、
西
中
晃
参
事
、
寺
道
弘
生
西
部
事
業
所

長
、
河
内
山
洋
主
任
が
出
席
し
た
。

　

意
見
交
換
会
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
制
度
」と
し
て
、
西

中
参
事
か
ら
広
島

県
の
酪
農
実
態
を

交
え
た
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
構
想
の
話

題
を
提
供
し
、
相

互
に
情
報
交
換
を

行
っ
た
。

　

入
本
議
員
は
、

昔
の
商
店
街
の
小

売
店
が
何
故
衰
退

の
路
を
辿
っ
た
か

を
例
に
あ
げ
て
、

「
今
こ
そ
、
酪
農
家

の
仲
間
同
士
で
知

恵
を
出
し
合
い
、

連
帯
協
力
体
制
が

築
け
な
い
も
の
か
。

例
え
ば
、
二
十
頭

の
酪
農
家
が
二
戸

あ
れ
ば
、
所
有
牛
を
一
戸
に
集
め
四
十
頭
を
管
理
、
残
る
一
戸
は
飼

料
作
り
を
す
る
等
の
分
担
が
出
来
な
い
か
等
、
近
隣
で
協
力
し
合
う

体
制
や
共
同
経
営（
企
業
化
）が
出
来
な
い
か
。
過
去
に
は
安
芸
高
田

市
に
は
タ
ワ
ー
サ
イ
ロ
も
あ
っ
た
が
、
輸
入
飼
料
が
コ
ス
ト
安
の
時

代
に
向
か
っ
た
こ
と
で
、
サ
イ
ロ
づ
く
り
が
無
く
な
っ
た
。
現
在
は

輸
入
飼
料
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
景
観
保
全
や
自

給
飼
料
確
保
対
策
等
で
地
域
へ
の
貢
献
が
創
造
出
来
な
い
か
」と
の

意
見
も
あ
が
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
関
連
は
、
酪
農
家
の
み
で
は
な
く
、
稲
作
農
家
と
の

連
携
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
地
域
で
協
力
し
合
い
、
現
場
で

の
『
や
る
気
』を
醸
成
し
、
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
無
い
」と

酪
農
家
へ
の
叱
咤
激
励
の
言
葉
も
あ
っ
た
。

　

熊
高
議
員
は
、
第
六
次
産
業
へ
意
欲
的
な
考
え
を
示
し
、「
生
乳

の
弾
力
的
取
り
扱
い
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
。
小
さ
な
企
業
や
法
人

で
は
関
係
法
令
等
へ
の
対
応
等
、
難
し
い
問
題
も
あ
る
が
、
地
域
で

生
産
・
加
工
さ
れ
た
物
を
地
域
で
消
費
し
、
消
費
者
が
生
産
者
に
合

わ
せ
て
商
品
を
購
入
す
る
体
制
を
築
い
て
は
ど
う
か
」と
示
唆
さ
れ

た
。

　

総
じ
て
、
議
員
の
方
か
ら
は
「
地
域
企
業
や
市
民
か
ら
直
接
意
見

を
聞
き
、
議
会
を
通
じ
て
行
政
へ
働
き
か
け
る
こ
と
で
行
政
を
動
か

す
こ
と
が
出
来
る
。
議
員
は
市
民
の
見
方
。
議
員
を
活
用
す
る
こ
と

を
、
市
民
の
皆
様
に
も
理
解
し
て
戴
き
た
い
。
今
後
も
様
々
な
場
面

で
意
見
交
換
を
行
な
い
、
地
域
の
酪
農
家
皆
さ
ん
の
情
熱
・
熱
意
に

応
え
た
い
」と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

夢
を
形
に
！
酪
農
家
の
熱
意
に
期
待
！

安
芸
高
田
市
議
会
議
員
と
意
見
交
換

アクセスして
クイズに答えよう
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